
 

 

 

 

 

 

 

＜天災は忘れた頃にやってくる＞     校長 上原 英樹 

 今年は、１９２３年（大正１２年）に発生した関東大震災から、１００年の節目に当たり

ます。関東大震災は、近代日本の首都圏に未曾有の被害をもたらした、我が国の災害史にお

いて特筆すべき災害です。２０１４年に政府が今後３０年間のうちに首都圏大震災が発生す

る可能性は７０％以上と発表をしています。これは、大震災がいつ発生してもおかしくない

状況が続いているとも言えます。本校では８月３０日（水）に防災体験ならびに避難訓練を

実施しました。起震車体験、水消火器訓練、煙避難体験をグループに分かれて生徒に体験し

てもらいました。普段経験できない体験に生徒はとても意欲的に取り組んでいました。また、

９月１０日（日）には本校を会場に毛呂山町防災訓練が３年ぶりに実施されました。町役場、

自衛隊、消防、埼玉医科大学を中心に地域住民も多数参加して大規模な防災訓練となりまし

た。私も初見学させていただきましたが、地域住民の皆様の防災への意識の高さにとても感

心しました。実際に大震災が起こった場合は、中学生の力も大いに役立つと思われます。毛

呂山中では今後も生徒の防災意識を高める取組を推進して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難訓練の様子                起震車体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

水消火器体験                 煙避難体験 

                        第 ７ 号  

                        令和５年９月２０日 

 

学校教育目標「夢をもち世界にはばたく毛呂山のこども 

自ら学び 共感し 行動できる生徒」 

     〒３５０－０４６５ 入間郡毛呂山町岩井西４－１２－１ ℡０４９－２９４－００１９ 

  

  


